
閉会中の調査報告 
産業経済常任委員会 

 
開催日：平成 27 年 7 月 27 日（月） 午前９時 25 分から午後４時 15 分 
 
出席者：赤祖父委員長、立入副委員長、矢野委員、山本委員、鵜飼委員及び望月議長 
 
説明員：建設経済部長、土木建設課長、土木建設課参事 
    産業振興戦略局管理監、産業立地企画室室長、 

産業立地企画室主幹 
    甲賀土木事務所所長、事務次長、技術次長 
    管理調整課長、道路計画課長心得、河川砂防課長 
 
所管事務調査 
１、道路・河川・砂防の重点要望箇所についての課題協議（甲賀土木事務所にて） 
  甲賀土木事務所所長より、概要と現在着手している事業について説明がありました。平

成 27 年度予算は、一番多かった平成 13 年度予算と比べると半分になったとのことで

した。 
 

『道路』 
問 県道竜王石部線の工事について、部分的ではなく全体的にできないのか。道路補修

の優先順位はどうなっているのか。 
答 今年度分はすでに入札が終わっているので難しい。道路補修は、傷んでいる所から

順番に事業を進めている。 
問 一度道路補修をすると５年間は掘削できないが、市の水道管工事などとの調整はど

のようになっているのか。 
答 毎年、市と協議（占用者会議）を行い、その中で調整している。 
問 新中郡橋について。 
答 現時点では、中郡橋は補修工事とし、今年度は下部工事、来年度は上部工事に着手

する。 
問 石部中央交差点改良について。 
答 大変危ないと認識している。アクションプログラムの対象にもなっているので、測

量を行っていく。 
 
 
 
 



『河川』 
問 由良谷川の未整備区間工事が遅れているが、年次計画について 
答 現在通行止めにしてずい道の東側の工事を進めており、今後は仮設水路の工事、由

良谷川の切り下げを行う。高低差があることから、模型実験も行っていく。用地の

確保も必要であり、あと数年はかかる。 
  問 ずい道は撤去するのか。 
  答 河川事業に撤去は必要ないと考えている。 
  問 川の浚渫について、住民の皆さんから多くの要望を聞いているが、浚渫する基準は。 
  答 巡回して調査を行い、最も必要な場所から浚渫を行っていく。落合川は、必要と判

断したため、今後できる所から工事に着手する。 
 

『砂防』 
問 風呂山谷が工事中で危ないので、擁壁にロープを設置してほしいと要望を聞いてい

るが。 
答 今後の対策について確認をしていく。 

 
 
２、湖南市道路整備計画について 
  計画の全体予算は 117 億円で、県のアクションプログラムを受けて平成 21 年に作成し、

５年ごとに見直しをしている。近年、補助金が付いてこないので、自主財源も必要とな

るほか、維持管理費の予算が１億円から 5000 万円に減るなどしているため、財政課と

調整をしながら進めていきたい。近々の課題は、老朽化をしている甲西中央橋であると

のことでした。委員からは、大型車を通行止めするなど対策はできないのかといった質

問が出され、いきなりの通行止めは難しいが、必要に応じて検討していくとのこと。落

合川の道路拡幅工事については、調査費がつかなかったが、来年度には進めていきたい

との回答でした。また、全体的に「県から国への要望も重要である」との見解でした。 
 
 
３、湖南市内陸型国際総合物流ターミナルについて 
  委員から地元の交通対策は問題ないのか、市民の賛同は多いとされているが、その根拠

について、タイムスケジュールについて質疑がありました。交通対策については、住宅

地もあり今後考えていく必要がある。計画が定まりしだい、しっかりとした説明を市民

にしていく。市民の賛同については、平成 22 年に石部駅周辺を交えたアンケートを実

施したとのことでしたので、その結果を委員会に提出を求めました。スケジュールにつ

いては、４年ぐらいの期間で考え、スタートはこれからである。事業パートナーを現在

検討中とのことでした。 
 
 



４、議会報告会での意見・要望について 
観光 
○東海道沿いのトイレの設置、駅に分かりやすい観光看板の設置、湖南三山をめぐる

バスの利便性についての意見を担当課に伝えていきます。 
 
交通・環境 
○ 吉永山手線の建設、落合川の浚渫、思川の浚渫は県へ要望しています。 
○ 市道三雲駅線で多発している事故への対策は、カーブミラーを設置するほか、市

から公安委員会へ要望しています。 
○ 甲西駅南側の交差点への信号機設置は、現在要望しており、設置される見込みで

す。 
○ 遊んでいない公園を駐車場として利用できないかについては、難しいのが現状で

す。 
○ 河川改修で土砂の堆積状況によって補助金交付をしてほしいとの意見については、

現在も、県の川ざらえ事業としてそのように行っています。 
○ 河川愛護活動補助金を区以外の人に交付していく考えについては、地域の川は地

域で守る意識を持つためにも、なるべく地域で行ってほしい。 
○ 甲西中学校通学区域の農道の安全対策は、市道認定の際、執行部に要望しました。 
○ 空き家、空き地対策については、今後も委員会で取り上げていきます。 
○ 湖南市内陸型国際総合物流ターミナル構想については、今後も委員会で取り上げ

ていきます。 
○ 林道の復旧状況については、閉会中の調査報告で報告しています。 

    
              

 以上のような協議結果となりましたことを報告します。 


